
事業概要
（400字以内）

都市計画道路川越北環状線は、城下町特有の複雑な道路形状に合わせて、小江戸川越として近年の
観光客増加から著しい交通混雑が発生している川越市の中心市街地を迂回する路線として、平成元年に
都市計画決定された延長５．５キロメートル、４車線の幹線道路である。
平成３１年３月に東武東上線、ＪＲ川越線、県道川越日高線と高架で立体交差する約１．４キロメートル区

間を開通したことにより、国道１６号、国道２５４号とあわせて、中心市街地を迂回する路線が環状につな
がった。
この開通により、街なかの渋滞が緩和するとともに、通過交通の走行時間が短縮した。また、沿道におけ

る企業立地の促進による産業振興や、災害発生時における緊急輸送道路としての機能強化など、多様な
効果が発現されている。

事業規模

事業延長 １．４km

幅 員 ２２．８～２５．０ｍ

事業期間 平成１４年３月２５日～平成３１年３月３１日（事業認可）

事 業 費 約１３０億円

1第33回全国街路事業コンクール応募資料

応募No. ８

事業主体 埼玉県 実施都市名 埼玉県川越市

応募者名 埼玉県県土整備部

ふりがな
事業名称

としけいかくどうろ かわごえきたかんじょうせん

都市計画道路 川越北環状線

事 業 概 要
（川越北環状線）



事 業 位 置 図
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（川越北環状線）

※ 方位、スケール、主要道路名等は必ず記入願います

※ 方位、スケール、主要道路名等は必ず記入願います（一）川越北環状線
Ｌ＝５．５ｋｍ Ｗ＝２５．０ｍ

事業区間
L=1.4 km

今成陸橋
L=590m

国道

県道

事業区間

高規格幹線道路

陸橋区間



都市計画図(用途地域図)
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（川越北環状線）

※ 方位、スケール、主要道路名等は必ず記入願います
事業区間
L=1.4 km

用途地域凡例小室交差点

今成２丁目交差点

今成陸橋
L=590m



4

（川越北環状線）平面図その１

事業前

事業後

事業区間 L=１．４km

事業区間 L=１．４km

小室交差点

今成陸橋 L=590m

小室交差点
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（川越北環状線）平面図その２
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（川越北環状線）平面図その３
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縦断図
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（川越北環状線）

ＪＲ川越線
県道川越日高線

市道7081号線

市道1054号線市道1059号線

市道1056号線

東武東上線

県道川越日高線

東武東上線

市道 市道

市道

市道

ＪＲ川越線

小室交差点

今成陸橋 L=590m

今成陸橋 L=590m

今成陸橋 L=590m



横断図
（川越北環状線）

■一般部

■橋梁部
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※ 方位、スケール、主要道路名等は必ず記入願います

※ 方位、スケール、主要道路名等は必ず記入願います

今成陸橋
L=590m

9

路線全体の進捗状況

第33回全国街路事業コンクール応募資料

（川越北環状線）

川越北環状線
Ｌ＝５．５ｋｍ Ｗ＝２５．０ｍ

【整備済区間】

L=1.8 km

平成21年5月供用

【事業区間】

L=1.4 km

平成31年3月開通

【整備済区間】

L=1.2 km

平成20年3月供用

【2車線供用区間】

L=1.2 km

（計画4車線）

国道

県道

事業区間

高規格幹線道路

陸橋区間



10第33回全国街路事業コンクール応募資料

（川越北環状線）

平成１８年４月撮影 平成３１年４月撮影

平成１８年４月撮影 令和２年１１月撮影

事 業 前 写 真 事 業 後 写 真
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（川越北環状線）

平成３０年４月撮影 平成３１年４月撮影

平成２９年４月撮影 平成３１年３月撮影

事 業 前 写 真 事 業 後 写 真



事業効果アピール資料
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（川越北環状線）

街なかの渋滞が緩和しました！

①月吉陸橋交差点（開通前）
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主要交差点の最大渋滞長の変化

開通前 開通後

大幅な減少

中心市街地
で減少

254

16

16

254

新河岸川

16

喜多院

氷川神社

事業区間
L=1.4km

小室

脇田新町

今成２丁目

福田

札の辻

月吉陸橋

石原町北

市役所前

蔵造り
の街並み

②【札の辻】 開通前 開通後

最大渋滞長 440m 150m

③【市役所前】 開通前 開通後

最大渋滞長 360m 210m

④【石原町北】 開通前 開通後

最大渋滞長 310m 240m

①【月吉陸橋】 開通前 開通後

最大渋滞長 1,480m 120ｍ

※開通前：H30.10 開通後：R1.10

月吉陸橋交差点 札の辻交差点

m

平成３１年３月の開通により、川越市の中心市街地の西側を迂回する
新たな道路ネットワークが形成され、国道２５４号や国道１６号と合わ
せて中心市街地を囲む環状道路となりました。

①

② ③

④

📷



事業効果アピール資料
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（川越北環状線）

街なかを通る大型車が減少しました！
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主要交差点の大型車交通量の変化

開通前 開通後

約2.3倍
約0.5倍 254

16

16

254

新河岸川

16

喜多院

氷川神社

事業区間
L=1.4km

小室

脇田新町

月吉陸橋

石原町北
神明町

今成２丁目

福田

⑤【今成２丁目】 開通前 開通後

福田方面 1,067 2,445

①【月吉陸橋】 開通前 開通後

神明町方面 1,736 929

③【石原町北】 開通前 開通後

川越市街方面 657 481

④【福田】 開通前 開通後

北環状線方面 1,945 2,798

②【神明町】 開通前 開通後

山田方面 1,300 776

山田

※開通前：H30.10 開通後：R1.10

今成２丁目交差点
（川越北環状線）

月吉陸橋交差点
（市道）

蔵造り
の街並み

①

②
③

④

⑤

②神明町交差点（開通前）

📷
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第33回全国街路事業コンクール応募資料

（川越北環状線）

※1

国道１６号の混雑状況（開通前）
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国道経由
（8.0km）

川越北環状線経由
（5.5km）

分

福田交差点～脇田新町交差点までの

移動時間

約５分短縮

※１：H30.10
※２：R1.10

※１

※２

走行時間が短縮しました！
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📷



苦労や工夫等アピール資料
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（川越北環状線）

施工事業者の工程調整会議の開催

• 当該事業区間の起点側は、陸橋部と近接する交差点、県道川越日高線につなげる取付道路を既存道路を通行させながら一体的に施工した。

• 開通予定を公表しており、１年弱の工程で、道路改築・歩道橋建設・占用地下埋設物設置を同時に行わなければならなかった

• 工事の最盛期は１０社程度の施工業者が当該箇所で作業を行うため、工程調整が煩雑であった。

• このため、業者間での工程調整や、月１回程度、発注者も含めた全事業者を集めて、工程調整会議を開催し計画的な工事進捗を図った。

交差点の新設
（小室交差点）

交差点位置の変更
（今成交差点）

平面図

① ②

③

平成30年11月撮影



受賞歴・報道資料
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新聞記事

ＴＶ報道

受賞歴 等

（川越北環状線）

埼玉建設新聞 平成３１年４月９日



受賞歴・報道資料
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（川越北環状線）

埼建 ２０２０ 第４２号


